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WereportherearesearchonevidenceforhumansubsistencebasedonstableisotopeanalysisOfhuman

boneexcavatedfromtheKaman-Kaleh6ytiksite,Turkey･

TheKaman-Kaleh6ytiksitehasbeenexcavatedbyanarchaeologlStgroupOfJapaneseInstituteof

An atolianArchaeologysince1986.Variousculturalstratumshavebeendetectedsofaratthissiteandthey

areroughlyclassifiedintofourstratumsfromtheyoungertotheolder:theOttomanperiod(stratumI),the

Ironage(stratumH),theMiddle-LateBronzeage(StratumIII)andtheEarlyBronzeage(stratumIV).The

purposeoftheexcavationistoestablishtheAnatolianculturalchronologywithhighaccuracybycomparlng

newresultsuntilexistlngChronologleSinTurkey･

Accordingto14cagesofthearchaeologlCalsamplesfoundfromtheKaman-Kaleh6ytiksite,theestimated

chronologybasedonarchaeologlCalevidencesisadequatefromaviewpolntOfchronologlCalorder･The

detailsoftheestimatedchronologyusing14caregolngtObereportedintheoralsession･Althoughwecould

obtainthegoodagreementsbetweenthearchaeologicalchronologyandthe14cdatingchronology,theown

residenceofeachcultureorpeoplewasnotidentified.Separationoftheneighboringculturalstratumsand

constmctionoftheculturalchronologleSWithonlyarchaeologlCalevidencesisnotenoughbecauseofthe

intricatehistorybackgroundoftheAnatolianareainMiddleEast. Wewouldliketoidentifythe

characteristicsofeachstratum from aviewpolntOfhumansubsistence. Firstly, Wecarriedoutthe

palaeodietaryanalysisbystableisotoperatiosof813cand815N･

ThesamplesofhumanbonesfromtheKaman-Kaleh6y屯ksitewereselectedfromeachstratumforstable

isotopeanalysis,basedonexcavationreports･ Inthisstudy,detailedanalysesofthepalaeodietary

characteristicsofstratumⅠ,IIandIIIwereaimed･Thestableisotoperatiosof813cand815Nweremeasured

withIRIMS(Finnigan,MAT-252)attheCenterforChronologicalResearch,UniversityofNagoya･

Somevariationswerefoundinthestableisotoperatios･The813CvalueshumanbonesforstratumIIis

heavierthanthoseforstratumIII,butthe815Nvaluesofthehumanboneswerealmostidenticalbetweenthe

twostratums･IsotoplCValuesofstratumIvariedwidely･WecannotinterprettheobtainedisotoplCShiftsas

theevidencetodecidewhetherthepalaeodietarydifferencereallyexistsornotatthepresent,becausethe

isotoplCShi允sbetweeneachstratumareverysmall.Wewouldliketodiscussabouttheresults,andjudge

whetherthisapproachisusefulornot
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トルコ共和国カマン･カレホユツク遺跡より出土の古人骨の安定同位体比について
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現在の トルコ共和国をフィール ドの中心とするアナ トリア考古学では､文化編年構築が共通の

研究テーマの一つとなっている｡ トルコ共和国カマン ･カレホユツク遺跡では､ (財)中近東文

化センターにより編年構築のため 20年以上継続 して発掘調査が行なわれてきた｡出土遺物や遺構

をもとに編年が構築され､これまでに9つの文化層が検出されている｡AMS14C年代測定による数

値年代の導入も進んでお り､徐々に編年の全体像が明確になりつつある (図 1)｡ しかし､各文化

層の中には､文化層同定に必要な資料が乏しい層位も存在 し､より詳細な編年構築のためには､

新 しい文化層同定のためのファクタが必要となってくる｡

本研究では､古人骨から抽出されるコラーゲンを用いて､炭素窒素安定同位体比による食性解

析を行ない各文化層に特徴的な食性傾向を押さえることで､編年構築のための新 しいファクタを

提示することを目的としている｡
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図 1 考古学的手法により構築された編年 (上)とAMS14C年代測定を導入した編年 (下)

AMS14C年代測定を導入した編年は､各層位から出土した試料の数値年代が含まれる範
囲を示したものであり､各境界は0XCalによって算出したもの

各測定試料は､ トルコ共和国カマン ･カレホユツク遺跡出土の古人骨を用いた｡発掘調査関係

書類にて出土状況を確認 しながら撹乱の可能性が低い試料が採取され､出土層位ごとに試料を大

きく3つ (オスマン時代､鉄器時代､青銅器時代)の時代に分類 した｡

炭素窒素同位体比の測定のため､古人骨は､骨の有機成分の中で特に単離 しやすいコラーゲン

が抽出された｡採取された骨を適当量切 り出し､試料表面をハン ドドリルによって除去 した｡ま

た､フミン酸等の有機系二次汚染の除去のため､0.6M 水酸化ナ トリウム水溶液 (NaOHaq)を用
いて､一晩低温下 (約 4℃)にて処理した｡その後､凍結乾燥 して粉砕 された試料は､0.6M 塩酸

(HClaq)で脱灰を行ない､半透膜のセルロース膜を利用 して､不溶性タンパク質を収集 した｡不

溶性タンパク質を 90℃ に加温した蒸留水で約 10時間処理することで､コラーゲンを変性させ水

溶性のゼラチンとして単離することができる｡このようにして得 られたコラーゲンから､二酸化

炭素 (co2) と窒素 (N2) を生成するために､酸化銅と還元銅を用いて 850℃､5時間以上､試料

は燃焼された｡生成された混合ガスを真空ガラスラインにて､N2ガスはモレキュラーシーブスを

用いて捕獲 し､CO2ガスはエタノールおよびペンタンを用いて精製 した｡測定は､名古屋大学年

代測定総合研究センター気体用質量分析計 FinniganMAT-252を用いた｡

測定結果をまとめ､図2に示した｡3つの時代は共に､ ∂ 13C値が､約 -24.5日22.0%｡､ ∂15N値

が､約 3.0-10.0%｡の範囲であり､当時の主な食性がC3植物を基本とする植物性タンパク質を多

く摂取している傾向が明らかとなった｡Fairbairn氏らによる植物依存体の研究では､本遺跡から

多くのC3植物が検出されてお り､安定同位体比測定から得 られた傾向とよく一致している｡

また､時代ごとの食性傾向の差異について見ると､相対的に青銅器､鉄器時代ではともに安定

同位体比のばらつきが小さいが､オスマン時代の安定同位体比は大きなばらつきが見られる｡こ

れは､直接的に食性傾向のバ リエーションにも関連 してくると考えられ､1600-1700ADにおける
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オスマン時代では､青銅器､鉄器時代よりも豊富な食物が摂取できたと考えられる｡

一方､青銅器時代 と鉄器時代にも､若干値の差異が見 られる｡ ∂ 15N 値はともにおよそ 3.0-

7.0%｡の範囲におさまるが､ ∂ 13C値が青銅器時代の約 -24.5-23.5%｡から､鉄器時代の約 -23.5‥

22.0%｡-変動 している｡窒素の安定同位体比が変化せず､炭素の値のみが大きくなっていること

から､C4植物が食性に何 らかの寄与をしていることが示唆 される｡古人骨が出土した同鉄器時代

では､出土遺物の中にC4植物が増加 しており､青銅器時代より鉄器時代のほうがC4植物を含む植

物種が相対的に豊かになっていることが示唆されている｡現段階では､測定点数が十分でないた

め､議論に限りがあるが､各時代の食性傾向の差には文化的な要因よりも､環境や気候等の要因

が強く現れている可能性が高い｡古環境的研究によれば､青銅器時代を中心とする2千年紀では､

局所的な乾燥化あるいは寒冷化が示唆されている｡本結果も､環境的要因による安定同位体比の

さいについてより詳細な調査が必要となる
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図 2 古人骨の炭素窒素安定同位体比

系統誤差は､∂ 13C 値が0.1%｡､ ∂15N値が0.2%｡
体内-取り込まれる時の同位体濃縮を考慮し､ ∂13C 値は-3.5%｡､ ∂15N値は
-5.0%｡を加え､乳幼児の古人骨については､さらに ∂ 15N値に-3.0%｡を加えて
いる

現在のところ､明確な文化層ごとの食性傾向の解明に至っていないが､その傾向を予測させる

ような結果を得ることができた｡今回扱った試料は､極めて状態の良いものに限定 してきたが､

今後は､試料採取の条件を広げ､測定点数を増やしていくことを考えている｡ また､種々の古記

録から､当時の食性はおおよそ明らかになっている｡ 性別､身分や年齢によって摂取していた食

料の違いが存在したとされているが､今後は､これ ら考古学的知見を把握 した上での食性解析が

必要となってくるであろう｡

本結果では､食性の文化的要因より環境的要因を反映 していることが示唆された｡この結果は､

当初 目的とは反れるものではあるが､非常に興味深 く感 じる｡ より食性解析による文化層の特徴

付けは､Sr安定同位体比など炭素や窒素の安定同位体比以外のファクタを付加 させる必要がある｡
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